
佐那河内村立佐那河内中学校

１ 学校の概要

① 生徒数 ４７名

② 校訓，めざす生徒像

「自主・協同・友愛」

・自己の可能性を信じ，進歩向上を目指す生徒

・共に考えて行動し，責任の果たせる生徒

・思いやりの心を持ち，明るく礼儀正しい生徒

③ 環境目標・テーマ

～実行しよう，広げよう，みんなで取り組むエコプロジェクト～

１．節電，ゴミ分別，リサイクル活動に積極的に取り組む生徒・教師づくり

２．地域とともに分別，リサイクルに取り組むひらかれた学校づくり

２ 行動方針

① 学校における節電に努めます。

② 学校におけるゴミ分別に努めます。

③ 学校におけるリサイクル活動を行います。

④ 校内において緑のカーテンを増やします。

⑤ リサイクル活動の協力体制をつくっていきます。

３ 行動

電 灯 の ス イ ッ チ に

は 節 電 を 呼 び か け

る プ レ ー ト を 掲 示

（美化委員）

職員室にたくさんあるエ

アコンスイッチには区画

を表示し，必要なエアコ

ンだけスイッチＯＮ

校 内 の 電 気

使 用 量 と 太

陽 光 発 電 量

を 表 示 （ 代

議 員 ） 自 給

率 最 高 月 は

４ 月 と ５ 月

の３８％

緑のカーテンは昨年度の生徒総会で

も提案されるなど，生徒も関心が高

かったので，今年度は各教室のベラ

ンダにゴーヤのカーテンを設置した

２ 階 の ベ ラ ン ダ に

は 立 て 簾 と ゴ ー ヤ

の カ ー テ ン を 並 用



４ 具体的効果

◆ 節電を呼びかける表示を作ったり，電気使用量を表示することにより，電気を節約

することへの関心が高まり，積極的に取り組んでいこうとする態度が養われた。

◆ プルタブやエコキャップを回収する意味や行き先を生徒が自ら調べて啓発ポスター

を作るという過程を通し，資源を大切にする心が養われ，リサイクル活動に積極的に

取り組んでいこうとする態度が養われた。また，生徒のその意欲が各家庭や地域にも

影響を与え，協力を得ることができた。

◆ 紙資源を再利用しやすいようにモノの置き場所を構造化することにより，捨てない，

再利用しやすい環境が出来た。

５ 改善点

◆ 小学校との連携を確実なものとし，さらに地域へ広げる方法を工夫したい。そのた

めに生徒の代表が集まる代議員会で毎月議題として上げていきたい。

◆ 何がどれだけ節約できたか具体的な数字を得るため，細かい記録をつけていきたい。

裏 面 利用 リ サイ ク ル

用 紙 は， す ぐ使 え る

よ う にサ イ ズご と に

分類

使用済み封筒と裏面

利用ポスターをスト

ックしていつでも使

えるように

プルタブ、エコキャップ回

収コーナー

小学校にも同様のものを設

置してもらえるよう交渉中

プルタブやエコキャッ

プの回収量を定期的に

測定（代議員）し，掲

示することによって次

への意欲付けとしてい

る

中学校の回収活動を知った保護

者の方がプルタブ回収容器を作

成し，職場においてくださって

いた（左下に佐中で集めていま

すの文字が・・・）

回 収 品 の 行 先 を 調 べ ，

回 収 を 啓 発 す る ポ ス タ

ー を 作 成 （ 美 化 委 員 ）


